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平
成
17
年
か
ら
26
年
の

10
年
間
で
合
併
特
例
措
置
期

間
が
終
了
し
、
交
付
税
の
一

本
算
定
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
合
併
し
た
市
に

特
例
を
認
め
た
「
飴
」
の
部

分
で
す
。
合
併
後
10
年
間
で

合
理
化
を
進
め
、
体
質
の
強

化
と
財
政
構
図
を
作
る
様
に

求
め
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

か
ら
の
５
年
間
で
交
付
税
が

約
30
億
円
程
度
減
額
さ
れ
る

仕
組
み
で
す
。
市
は
合
併
以

前
の
よ
う
に「
公
の
施
設
数
」

「
事
業
計
画
」「
公
の
施
設
使

用
料
無
料
化
」
を
継
続
し
て

い
た
の
で
は
収
支
バ
ラ
ン
ス

に
矛
盾
が
生
じ
ま
す
。
今
か

ら
予
測
さ
れ
る
経
費
削
減
策

を
念
頭
に
し
市
債
発
行
額
の

制
限
、
基
金
積
み
立
て
の
増

額
な
ど
第
３
期
経
営
改
革
プ

ラ
ン
を
実
行
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
本
年
度
の
改
革
の
進
捗

状
況
を
問
い
ま
す
。

 

総
務
部
長

　

確
か
に
交
付
税
が
完
全
に

一
本
算
定
さ
れ
た
場
合
、
約

29
憶
円
の
減
額
が
試
算
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

地
方
配
分
さ
れ
る
地
方
消
費

税
交
付
金
の
増
額
や
、
駆
け

込
み
需
要
に
よ
る
法
人
税
の

増
額
が
歳
入
面
で
期
待
で
き

ま
す
。
ま
た
、
交
付
税
制
度

全
般
の
見
直
し
方
針
を
固
め

た
と
の
報
道
も
あ
り
、
そ
の

動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

た
だ
、
財
政
基
盤
が
脆
弱

な
本
市
に
と
っ
て
依
存
財
源

の
柱
で
あ
る
地
方
交
付
税
の

大
幅
な
減
少
は
極
め
て
深
刻

な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

現
実
を
直
視
し
、
第
３
期
経

営
改
革
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実

行
は
も
と
よ
り
、
義
務
的
経

費
や
投
資
的
経
費
の
削
減
に

も
踏
み
込
ん
で
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
財
政
状
況
の
変
化

や
課
題
等
を
十
分
に
精
査
、

整
理
し
、「
長
期
財
政
計
画
」

の
見
直
し
案
を
議
会
に
提
示

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
市

内
に
は
類
似
施
設
が
多
く
、

こ
れ
ら
の
維
持
管
理
経
費
が

市
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。
施
設
の
統
廃
合
な
ど
抜

本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
す

し
、
必
要
な
施
設
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

よ
り
利
用
者
が
増
加
し
自
主

財
源
の
増
収
に
つ
な
が
る
た

め
、
第
３
期
経
営
改
革
プ
ラ

ン
の
中
で
施
設
の
現
状
と
課

題
を
調
査
、
分
析
し
「
公
共

施
設
見
直
し
方
針
」
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。

◆
「
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
県

民
税
」
の
運
用
実
績
と
市

の
事
業
成
果
は

◆
防
災
無
線
の
情
報
発
信
と

運
用
基
準
は

　

自
宅
で
生
活
し
、
終
末
を

迎
え
た
い
人
が
増
え
て
お
り

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
質
問
を
し
ま
す
。

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
実
現
へ
の
取
り
組
み
は
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

入
院
か
ら
在
宅
医
療
・
介

護
へ
の
支
援
体
制
づ
く
り

を
、
市
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
運
営
協
議
会
を
中
心
に

進
め
て
い
ま
す
。

 

増
え
る
認
知

症
支
援
は
。

 

認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
や
家

族
会
な
ど
を
開

催
し
て
支
援
を
行

い
、
地
域
の
見
守

り
体
制
の
整
備
を

図
っ
て
い
ま
す
。

 

在
宅
医
療
の

推
進
は
。

 

病
院
と
主
治
医
の
連
携

強
化
の
た
め
、
在
宅
療
養
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

 

市
民
病
院
の
在
宅
療
養

へ
の
取
り
組
み
は
。

 

病
院
事
業
管
理
者

　

患
者
様
が
安
心
し
て
転
院

や
在
宅
療
養
が
で
き
る
よ
う

「
退
院
・
転
院
調
整
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
橋
渡
し
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

 

医
療
機
関
と
介
護
福
祉

機
関
と
の
連
携
は
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

高
齢
者
の
担
当
が
集
ま
る

退
院
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通

じ
、
退
院
後
の
日
常
生
活
が

送
れ
る
よ
う
一
層
の
連
携
に

努
め
ま
す
。

 

認
知
症
ケ
ア
は
。

 

主
治
医
と
認
知
症
専
門

医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
を

整
え
て
お
り
、
早
期
受
診
、

早
期
治
療
の
理
解
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

 

重
要
な
見
守
り
活
動

は
。 

地
域
で
の
見
守
り
活
動

会
議
に
参
画
し
、
状
況
把

握
、
情
報
交
換
を
行
い
支
援

し
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
は
、「
経
費
の

削
減
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
」
の
た
め
導
入
さ
れ

ま
し
た
が
、
更
新
時
に
様
々

な
形
態
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、
次
の
質
問
を
し
ま
す
。

 

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
提
案

を
引
き
出
す
工
夫
や
仕
組
み

づ
く
り
は
。

 

政
策
部
長

　

選
定
時
や
指
定
後
の
協
議

時
に
市
と
指
定
管
理
者
が
協

力
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

 

指
定
管
理
者
の
「
適
正

な
利
益
」
の
確
保
は
。

 

施
設
ご
と
に
「
標
準
的

収
支
」
を
示
し
、
収
支
計
画

を
提
案
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

 

一
定
条
件
の
も
と
で
の

非
公
募
に
よ
る
再
指
定
は
。

 

公
募
が
原
則
で
あ
り
、

非
公
募
は
条
例
に
基
づ
き
実

施
し
て
い
ま
す
。

 

指
定
管
理
者
の
評
価
と

評
価
結
果
の
活
用
は
。

 

業
務
の
履
行
を
確
認

し
、
課
題
等
が
あ
れ
ば
改
善

指
導
を
し
て
い
ま
す
。

 

自
主
事
業
提
案
は
。

 

施
設
設
置
目
的
に
沿

い
、
一
般
利
用
を
妨
げ
な
い

範
囲
で
認
め
て
い
ま
す
。

 

関
電
は
夏
場
の
電
力
不

足
を
理
由
に
大
飯
原
発
再
稼

働
を
強
行
し
た
が
、
結
局
再

稼
働
し
な
く
て
も
電
力
は
賄

え
ま
し
た
。
市
長
は
市
民
世

論
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

国
・
関
電
に
再
稼
働
中
止
を

毅
然
と
求
め
る
べ
き
で
は
。

 

政
策
部
長

　

結
果
的
に
は
電
力
は
賄
え

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
企
業
や

家
庭
で
の
節
電
や
、
火
力
発

電
の
フ
ル
稼
働
等
の
対
策
の

効
果
で
あ
り
、
再
稼
働
と
の

関
係
を
一
概
に
判
断
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
再
稼
働

の
判
断
に
つ
い
て
は
、
国
が

安
全
性
を
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
判
断
さ
れ
た
も
の
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

 

市
原
子
力
防
災
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
の
福
島
か
ら
の
報
告

は「
原
発
を
早
急
に
無
く
す
」

こ
と
が
最
重
要
だ
と
教
え
て

い
る
の
で
は
。

 

「
原
発
ゼ
ロ
」
を
望
む

市
民
世
論
は
承
知
し
て
い
ま

す
し
、
市
と
し
て
も
将
来
的

に
は
原
発
ゼ
ロ
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

 

市
防
災
計
画
見
直
し
が

遅
れ
て
い
ま
す
。
早
急
に
作

成
し
、
広
く
市
民
意
見
を
聞

く
場
を
設
け
充
実
を
。

 

現
在
内
部
で
素
案
作
り

と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

10
月
に
は
第
３
回
検
討
委
員

会
を
開
き
「
地
域
防
災
計
画

（
改
正
案
）」「
住
民
避
難
計

画
（
案
）」
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
、
ご
意
見
を
頂
く
予

定
で
す
。

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
結
果
の

公
表
を
。

 

防
災
監

　

75
％
の
方
に
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
飯
原
発
再

稼
働
に
つ
い
て
は
、
即
時
停

止
・
安
全
が
確
認
で
き
る
ま

で
停
止
す
べ
き
が
65
％
、
や

む
得
な
い
・
問
題
が
な
い
が

24
％
で
し
た
。

国
保
の
広
域
化
で
市
民
の

命
・
健
康
が
守
れ
る
か

 

国
保
の
「
都
道
府
県
単

位
化
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
市
国
保
に
与
え
る
影

響
は
ど
う
か
。
資
格
証
明
書

を
発
行
せ
ず
、
市
民
の
命
と

健
康
を
守
る
市
民
皆
保
険
を

確
立
し
て
い
る
高
島
市
国
保

を
、
広
域
化
の
中
で
も
堅
持

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

国
保
被
保
険
者
の
資
格
管

理
に
つ
い
て
は
、
運
営
主
体

が
県
単
位
に
移
行
が
決
ま
っ

た
も
の
で
な
い
の
で
、
今
後

も
機
械
的
処
理
が
さ
れ
な
い

よ
う
慎
重
に
対
処
し
ま
す
。

健
康
推
進
施
策
は
、
多
く
の

デ
ー
タ
集
約
が
可
能
で
専
門

的
に
分
析
で
き
る
な
ど
、
効

果
的
な
事
業
の
取
り
組
み
が

可
能
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 広瀬地区で開催された認知症サポーター養成講座

高
島
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の

進
捗
を
問
う

石
田　
　

哲　

議
員

高
齢
化
の
施
策
に
つ
い
て

前
川　
　

勉　

議
員

再
稼
働
し
な
く
て
も
電
力
は
足
り
た

直
ち
に
大
飯
原
発
停
止
を
求
め
よ

粟
津　

ま
り　

議
員

8月末に実施された原子力防災フォーラム




